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　栗
生
勝
由
前
議
長
の
議
員
辞
職
に
伴
い
、
今
回
そ

の
要
職
を
残
任
期
間
、
不
肖
私
が
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
、
身
に
余
る
光
栄
と
感
じ
て
い
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　私
は
、
先
日
ま
で
副
議
長
と
し
て
、
栗
生
前
議
長

と
議
会
を
共
に
歩
ん
で
き
た
身
で
あ
り
ま
す
。
議
員

経
験
も
浅
く
、
ま
た
浅
学
非
才
で
あ
り
、
そ
の
器
で

な
い
こ
と
は
自
身
が
一
番
承
知
し
て
い
ま
す
。

　多
様
化
し
た
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
出
発

し
た
ば
か
り
の
新
年
度
の
歩
み
を
ゆ
る
め
る
こ
と
な

く
進
め
る
た
め
に
も
、執
行
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
、

そ
の
職
責
を
全
う
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
議
会
が
円
満
に
運
営
で
き
る
よ
う

誠
心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
よ
り

一
層
の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　結
び
に
な
り
ま
す
が
、
栗
生
前
議
長
の
1
日
も
早

い
回
復
と
、
併
せ
て
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
幸

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

議　長

議
長
就
任

　
　あ
い
さ
つ

伊
藤　

公
市

議

　長

●
繰
越
明
許
費

●
専
決
処
分
事
項
　5
年
度

●
条
例
改
正　
町
税
・
国
保
税

●�

令
和
5
年
度
補
正
予
算

　

一
般
会
計

　

国
保
、
後
期
高
齢
者
医
療

　

介
護
保
険

　

上
・
下
水
道
会
計

　

各
補
正
予
算

●
条
例
改
正
　国
保
税

●�

令
和
6
年
度
補
正
予
算

　一
般
会
計
、
国
保
、
介
護
保

険

●��

議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正
　

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
対
応
等
に

つ
い
て

●�

女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議

定
書
の
速
や
か
な
批
准
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
決

● 

請
願
に
つ
い
て

　

社
会
文
教
常
任
委
員
会
報
告

の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
関
係
機

関
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

6
月
17
日
㈪
午
前
10
時
か
ら

協
議
会
室
に
於
い
て
開
催
。

　

主
な
審
議
内
容
、
付
託
案

件
、
請
願
、
陳
情
は
無
く
、
発

議
2
号
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

改
め
て
運
用
等
に
つ
い
て
協
議

し
た
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

６
月
17
日
㈪
午
後
2
時
か
ら

協
議
会
室
に
於
い
て
開
催
。
付

託
さ
れ
た
３
案
件
等
に
つ
い
て

審
査
し
た
。

請
願
第
１
号　
「
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
金
制
度
の
堅
持
・
拡

充
」
を
求
め
る
請
願
書

　

審
議
結
果

　
　
　

原
案
可
決
す
べ
き
も
の

　

同
日
午
前
10
時
か
ら
協
議
会

室
に
於
い
て
開
催
。
前
副
委
員

長
の
副
議
長
就
任
に
よ
り
、
副

委
員
長
の
改
選
を
行
い
、
村
澤

博
光
委
員
が
副
委
員
長
に
就
任

し
た
。

請
願
第
２
号　
「
へ
き
地
教
育

振
興
法
に
鑑
み
、
へ
き
地
手
当

等
支
給
率
を
近
隣
県
並
み
の
水

準
に
戻
す
こ
と
」
を
長
野
県
知

事
に
求
め
る
請
願
書

　

審
議
結
果

　
　
　

原
案
可
決
す
べ
き
も
の

請
願
第
３
号　
「
さ
ら
な
る
少

人
数
学
級
推
進
と
教
員
増
の
た

め
の
教
育
予
算
」
を
求
め
る
請

願
書

　

審
議
結
果

　
　
　

原
案
可
決
す
べ
き
も
の

社
会
文
教
常
任
委
員
会

社
会
文
教
常
任
委
員
会

　

令
和
6
年
4
月
3
日
㈬
、
栗

生
勝
由
議
員
の
辞
職
に
伴
い
開

催
さ
れ
た
第
3
回
臨
時
会
に
お

い
て
、
次
の
と
お
り
選
任
さ
れ

た
。

　

議
　
　長
　伊
藤
　公
市

　副
議
長
　太
田
　直
昭

第
３
回

　
議
会
臨
時
会

　
第
4
回
議
会
定
例
会
は
、
令
和
6
年
6
月
11
日
㈫
開

会
。
17
日
㈪
に
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
、
予
算
決

算
常
任
委
員
会
、
及
び
社
会
文
教
常
任
委
員
会
が
開
催

さ
れ
た
。
再
会
は
25
日
㈫
に
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
た
。

第
４
回
議
会
定
例
会（
６
月
） 

報
告

主
な
審
議
内
容

※
任
期
は
申
し
合
わ
せ
に
よ
る

2
年
間
の
残
任
期
間
（
1
年
）

と
な
る
。
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令和 6年度　阿南町一般会計補正予算（第 1号）
主なもの  別表

【歳　入】 単位：千円
地方交付税 88,411
県支出金（過収入耕地災害復旧、自然の家委託金ほか） 5,793
財産収入（あさげの里コンビニ賃貸料） 1,125
町債（過疎債他） △ 12,200
国庫支出金（道整備交付金） △ 17,092
【歳　出】
粟野地区残土処理場整備（測量設計、公有財産
購入ほか） 15,877

町道大下条 128 号線工法検討資料等作成業務 11,902
はなのき荘設備関係工事（給湯ボイラーほか） 10,435
阿南学園舗装工事 5,500
町道和合 79 号線電柱移転 5,000
地域計画現況地図等作成業務 4,356
ハザードマップ更新業務 4,000
まちづくり活性化事業 4,000
富草出張所管理委託料（シルバー人材） 2,585
ミツセギ井水許可推理権取得業務 2,354
塔の観音展望台解体工事 1,500
戸籍情報システム改修業務 1,177
ゆぅゆ～らんど阿南揚湯ポンプほか修繕 1,001
観光看板撤去工事 718
橋梁メンテナンス委託業務 △ 14,000
道交町道大下条 1 号線改良工事 △ 22,180

🅠�
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
設

立
関
係
事
務
は
当
町
負
担
で

行
う
の
か
。

🅐�
ま
だ
組
織
が
さ
だ
ま
っ
て
い

な
い
の
で
、
当
町
中
心
で
事

務
を
行
う
関
係
で
予
算
計

上
。
南
部
医
療
協
を
そ
の
ま

ま
移
行
で
き
ず
、
賛
同
い
た

だ
け
る
と
こ
ろ
で
法
人
立
ち

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　

6
月
17
日
午
前
11
時
か
ら
協
議
会
室
で
開
催
。
付
託
さ
れ
た
案

件
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
6
千
６
０
３
万
7
千
円
追
加
補
正

　
　
　
　
（
総
額
45
億
１
，
０
５
３
万
7
千
円
）

　

富
草
粟
野
地
区
残
土
処
理
場
用
地
整
備
事
業
、

は
な
の
き
荘
（
新
野
）
設
備
等
老
朽
化
に
よ
る
大

規
模
更
新
工
事
ほ
か

歳
入
の
主
な
も
の

　

普
通
交
付
税
、
県
支
出
金
ほ

か

歳
出
の
主
な
も
の

　

別
表
参
照

【
歳
　入
】
主
な
審
議
内
容

上
げ
と
な
り
、
今
後
は
費
用

面
も
考
え
て
行
く
。

🅠�
観
光
看
板
撤
去
は
ど
こ
か
。

🅐�
早
稲
田
信
号
前
の
リ
ス
の
絵

の
付
い
た
５
町
村
看
板
と
中

谷
の
丸
和
建
設
事
務
所
入
口

看
板
が
老
朽
化
の
た
め
撤

去
。

🅠�
有
効
な
ら
ま
た
設
置
を
。
ま

た
、
化
石
展
示
館
誘
致
看
板

の
必
要
性
を
質
し
た
が
、
そ

の
後
の
計
画
は
。

🅐�
今
の
と
こ
ろ
計
画
は
無
い
、

良
い
場
所
が
あ
れ
ば
考
え
た

い
。

🅠�
神
子
谷
の
道
路
改
良
、
道
整

備
交
付
金
減
額
と
な
っ
た

が
、
工
事
個
所
等
は
。
国
補

助
率
は
。

🅐�
町
道
大
下
条
１
号
線
の
改
良

箇
所
、
神
子
谷
橋
か
ら
川
田

橋
の
間
、
川
田
橋
か
ら
勝
本

様
宅
十
字
路
の
予
定
。
補
助

率
は
50
％
。

🅠�
粟
野
地
区
残
土
処
理
場
関

係
、
地
元
調
整
は
。
ま
た
地

権
者
は
何
人
か
。
そ
こ
へ
の

運
搬
物
は
町
内
で
出
る
土
が

主
と
思
う
が
、
中
身
や
、
下

流
域
へ
の
災
害
、
環
境
保
全

は
十
分
注
意
さ
れ
た
い
。

🅐��
地
権
者
か
ら
の
同
意
は
頂
け

そ
う
な
の
で
、
近
い
う
ち
に

地
元
区
会
等
へ
説
明
す
る
。

地
権
者
は
４
名
。
基
本
的
に

は
土
の
み
で
あ
る
が
、
場
合 町道大下條１号線

撤
去
す
る
観
光
看
板

阿
南
地
域
の
医
療
の

行
方
は
法
人
化
に
期
待
⁉

化
石
展
示
館
へ
の
誘
導
看

板
設
置
を
‼

川
田
方
面
の
道
路
改
良
費

減
額
に
よ
り
遅
れ
か
⁉

粟
野
地
区（
富
草
）に

大
規
模
残
土
処
理
場
建
設
へ
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主
な
審
議
内
容

歳
入
の
主
な
も
の

　

県
支
出
金
、
繰
入
金

歳
出
の
主
な
も
の

　

国
保
シ
ス
テ
ム
改
良
委
託
ほ

か

🅠�
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保

険
証
の
一
本
化
は
、
申
し
込

み
の
有
無
が
あ
る
と
思
う

が
。

🅐��
国
保
は
本
年
８
月
か
ら
対

応
。
１
年
間
（
来
年
の
８
月

ま
で
）
使
用
可
能
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
の
紐
づ
け

の
無
い
方
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
方

へ
は
、
資
格
者
証
を
発
行
。

資
格
者
証
の
有
効
期
限
等
は

今
の
と
こ
ろ
不
明
。

🅠��
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
フ

リ
ガ
ナ
表
記
は
、
申
請
必
要

か
。

🅐�
新
カ
ー
ド
と
な
る
方
は
、
カ

タ
カ
ナ
で
フ
リ
ガ
ナ
表
記
さ

れ
、
既
存
カ
ー
ド
保
持
者
は

そ
の
ま
ま
更
新
時
ま
で
使
用

で
き
る
。
シ
ス
テ
ム
上
は
フ

リ
ガ
ナ
表
記
さ
れ
て
い
る
。

歳
入
の
主
な
も
の

　

基
金
繰
入
金
ほ
か

歳
出
の
主
な
も
の

　

国
県
等
へ
の
償
還
金
ほ
か

主
な
審
議
内
容

🅠�
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

会
計
年
度
任
用
職
員
１
名
減

に
よ
る
報
酬
減
額
と
な
っ
て

い
る
が
、
後
任
は
不
用
か
。

🅐��
有
資
格
者
な
の
で
一
般
の
募

集
と
は
別
に
、
正
規
職
員
を

１
名
確
保
し
た
。

　

反
対
討
論
等
は
な
し

◆ 

議
案
第
30
号
　令
和
6
年
度

阿
南
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）
に
つ
い
て

◆ 

議
案
第
31
号
　令
和
6
年
度

阿
南
町
国
民
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ

い
て

◆ 

議
案
第
32
号
　令
和
6
年
度

阿
南
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ

い
て

　

以
上
3
件
の
審
議
結
果
は
、

「
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
」
と
し
た
。

各
会
計
審
議
結
果

に
よ
っ
て
は
町
外
か
ら
の
受

け
入
れ
も
あ
る
場
合
も
考
え

ら
れ
る
。

🅠�
塔
の
観
音
展
望
台
解
体
工
事

で
進
む
の
か
。
新
設
は
。

🅐�
老
朽
化
が
進
み
危
険
な
状

態
。
修
繕
す
る
に
は
、
道
が

狭
く
、
重
機
使
用
が
困
難
。

人
力
と
な
り
、
期
間
と
費
用

が
掛
か
る
の
で
、
ま
ず
は
解

体
。
そ
の
後
関
係
機
関
と
相

談
し
た
い
。

🅠��
進
入
道
路
改
良
と
駐
車
場
設

置
も
含
め
検
討
を
。
地
区
調

整
は
、
町
か
ら
要
望
等
も
聞

い
て
も
ら
っ
た
方
が
良
い
。

区
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
要
望
を
上

げ
て
も
ら
う
こ
と
の
無
い
よ

う
配
慮
さ
れ
た
い
。

解体予定の塔の観音展望台

残土処理場予定地（粟野）

塔
の
観
音（
西
条
平
久
）展

望
台
解
体
へ
そ
の
後
は
⁉

歳
入
歳
出
7
千
７
１
７
万
6
千
円
追
加
補
正

　
　
　
　
（
総
額
8
億
８
，
５
８
１
万
3
千
円
）

　

国
県
等
へ
の
償
還
金
等
が
主
な
も
の

歳
入
歳
出
１
３
２
万
1
千
円
追
加
補
正

　
　
　
　
（
総
額
4
億
７
，
１
２
３
万
4
千
円
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証
の
一
本
化

対
応
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
が
主
な
も
の

令
和
６
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

令
和
６
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

国
民
健
康
保
険
証
は
来
年

８
月
ま
で
使
用
可
能
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新野地区の変貌
解
体
が
決
ま
っ
た
旧
Ｊ
Ａ
新
野
事
業
所
と
、

休
業
と
な
っ
た
店
舗

新
築
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
新
野
事
業
所

道
の
駅　

信
州
新
野
千
石
平

コ
ン
ビ
ニ
と
連
携
し
、
買
物
弱
者
対
策
へ
の
期
待
も
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町長あいさつから６月定例議会

●�宮島昭夫氏に内閣総理大臣から紺綬褒章が授与されました。北條御供出身の宮島氏より町へご寄付いただい
ており、平成 19年から毎年積み立てた「宮島昭夫基金」により、「なんぐうマート」整備事業に活用させてい
ただきました。

●�「改正地方自治法」「改正食料・農業基本法」が成立しました。大規模災害や、地球温暖化による食料安全保障
など、地方行政が今までのように継続できるのか、心配しております。

●人口減少や、「消滅可能性自治体」について
　�「自治体の施策だけでなく、地理や地形などの立地に左右される面が大きいのではないか」との指摘に共感し
ています。一発逆転の改革よりも、今の町民生活が少しでも良くなるべく努力して行くことが大切と考えま
す。

● �6 月は「土砂災害防止月間」であります。地滑り指定地域、国道等の崩落危険地区にあり、「異常気象」の中で
は、陸の孤立化となる事も想定されます。「公助」が機能しないとき、「命だけは守る」、「生きていれば何と
かなる」を考えていかなければなりません。

●「防災行政無線デジタル化事業」は最終年度となり、大下条地区の更新を予定しております。

●南部地域の医療継続に向けた検討について
　南部 5町村による「地域医療連携推進法人」立ち上げにより、オンライン診療の仕組みを進めてまいります。

●福祉施設の事業廃止・休止について
　新野お泊りデイサービスとヘルパー事業は 3月末で廃止
　社協「認知症グループホーム・まめだかな」も再開難しく、廃止
　�「いこいの家」デイサービスは社協へ、訪問介護は町外の事業者へ、支援ハウスの利用者は特養施設へ移って
いただいております。

●�「国民健康保険」は県の統一方針に向けて、応能応益割・50対 50となります。昨年度の一人当り医療費は 43
万 7千円と高水準ですが、前年度比 5.3％減となり徐々に下がってきています。

●インフラ整備について
　�国県道の町内改良率は、43.4％。151 号は全線改良となりましたが、418 号はじめ、8カ所で計 3億 5千 8
百万円の予算となっております。砂防関係では 3カ所で 4千 8百万円となり、今後も国、県など各方面への
顔出しをしてまいります。

●�「コミュニティの森整備」について
　本年度は、屋外運動広場及び駐車場拡充を行います。令和 10年度までの計画となっております。

●区長会の不開催については「支援制度一覧」を全戸配布しましたので確認して下さい。
　区要望や、町長懇談会などの場は設定しますのでお声がけ下さい。

コミュニティの森全景

●�商品券事業について
　�総額 8億円余となり、一人当り 18万
7千円、利用率は 98.7％でした。昨年
度の「生活応援商品券事業」は一人2万
円、99.1％の利用となりました。

●�ふるさと納税は、5月 20日現在 1,482
件、6,022万円です。クラインガルテン
の利用者はほぼ空きのない状況となっ
ております。
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【テーマ１】「地域経営に資する組織になろう」
　　　　　　　　　　　　　参加者：町職員・町議会議員

【テーマ】「西富士分村開拓歴史交流会　朝霧高原訪問」

【テーマ２】�「期待される議会」　参加者：町議会議員（４/25 藤澤・小泉担当）
  勉強会を行いました
阿南町議会で

内容：※消滅可能性自治体の位置づけデータ活用を。
　　　※全国自治体事例紹介…役所、高齢者、防災のＤＸ化推進。
　　　※�価値観の多様化が進む現在のまちづくり…誰一人取り残さない快適空間の創造。（利用

者、若者、町民、住民等少数意見集約と弱者等利用可能なまちづくり）
　　　※阿南町総合戦略検証 36事業中 6割達成は成功？ 5年間で町人口約 600 人減。
　　　※�阿南町予算年間 50億。10 年間で 500 億投入！振り返りの必要性（今までのやり方正

解？変える・改める事業はないか？縮小化には管理職、議員のマネジメント力）

　当町旧４村から開拓民として入植していた西富士開拓
団一世の方がご存命の間に、生の声を聞くため、開拓民
一世である松木さんの自宅囲炉裏小屋を訪ね交流会開催。
　松木圭吾氏（94歳）夫妻、熊谷幸一氏（100 歳）、佐々
木健一郎氏（87歳）夫妻、現区長参加のもと、議員自己
紹介から始まり、当時の苦労話をたくさんの写真と供に
お話し頂き、後世に語り継ぐべき貴重な機会となった。

【講　師】 中村　　健 氏 （早稲田大学マニュフェスト研究所事務局長）

第一団入植（昭和 21年 1月 30日）73名
第二団入植（昭和 21年 2月 20日）138 名　　計 211 名
戦後すぐ、西富士の地は水もなく農作物の育たない溶岩石地帯。食糧に困り、
雑草を炊き、カエルを食べて腹を壊した話、帰郷の際は実家から出来得る限
りの食材を持参した記憶など。最後にご案内頂き共同墓地へお参りし、墓地
の中心に位置する平和の鐘を思いを込めて鳴らし、入植者全員の名前の刻ま
れた記念碑を目に焼き付け、生憎の雨で富士山は雲の中であったが、帰路に
ついた。この記録はあらためて、町民や子ども達の平和学習のため、今後に
活かしていくことを誓うものである。

（５/13 金田・平塚担当）

　JR四国社員から、平成 11年、
27 歳で徳島県川島町長に全国最
年少首長で初当選。2期務め、川
島町含む 4町村合併で吉野川市
となり、地方自治探求のため早稲
田大学大学院公共経営研究科入
学。現在一般社団法人地域経営推
進センター代表理事。早稲田大学マニュフェスト研
究所事務局長も兼ね、全国の自治体等のまちづくり
に関わっている。

共同墓地記念碑
（1979.11.3 城田孝一郎作）
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●
小
泉　
阿
南
町
の
Ｄ
Ｘ
推
進

中
長
期
推
進
計
画
と
、
今
年
度

事
業
を
問
う
。

■
総
務
課
長　
住
民
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
維
持
、
利
便
性
向
上

と
行
政
の
効
率
化
が

必
要
。
た
だ
、
維
持

費
等
は
町
負
担
。
費

用
に
見
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
必
要
。　

　

今
年
度
は

①�

行
政
手
続
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
整
備

②�

高
齢
者
向
け
Ｉ
Ｔ
、

ス
マ
ホ
利
用
講
習
会
等
開
催

③�

更
な
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
推

進
④�

５
月
に
信
州
大
学
主
体
の

『
信
州
Ｄ
Ｘ
推
進
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
』
に
加
入

　

デ
ジ
タ
ル
人
材
を
町
で
雇
う

の
は
難
し
い
の
で
、
防
災
、
医

療
、
環
境
等
各
Ｄ
Ｘ
活
用
し
た

地
域
課
題
の
共
有
、
解
決
と
地

域
社
会
継
続
の
た
め
参
加
。
引

き
続
き
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化

等
推
進
。

　

将
来
は
、
飯
田
市
ま
で
含
め

地
域
生
活
圏
を
豊
か
で
便
利
な

圏
域
と
す
る
た
め
の
Ｄ
Ｘ
と
認

識
。
自
動
運
転
、
遠
距
離
利
用
、

ド
ロ
ー
ン
等
デ
ジ
タ
ル
技
術
活

用
交
通
、
買
い
物
、
医
療
や
防

災
等
の
課
題
を
Ｄ
Ｘ
で
解
決
し

た
い
。

●
小
泉　
課
で
事
務
効
率
化
の

検
討
、
全
体
的
組
織
変
革
と
若

手
職
員
の
関
わ
り
を
重
要
視
し

て
欲
し
い
。

小泉　健一

問 阿南町DX（デジタルトランスフォーメーション）
の捉え方と中長期推進方法と今年
度実施内容について

住民生活に直結するサービス提供できれば

信州DX推進コンソーシアム
積極参画に期待！ドローンは緊急時等に足となるか

◆
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
新
設

の
考
え
は

◆
保
育
園
児
保
護
者
支
援
の
考

え
は（
手
ぶ
ら
登
園
、
Ｄ
Ｘ
）

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

　一般質問は初日に8人が行いました。

著作者：freepik
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●
太
田
　今
回
の
こ
の
報
道
に

対
し
て
、
町
民
か
ら
問
い
や
、

不
安
の
声
は
届
い
て
い
な
い

か
。

■
総
務
課
長　
町
民
か
ら
の
意

見
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
と
し

て
、
い
か
に
し
て
今
の
状
態
を

守
っ
て
い
く
か
、
考
え
て
実
行

し
て
い
く
。

　

人
口
減
少
が
地
方
自
治
体
の

責
任
で
あ
る
か
の
よ
う
に
強
調

さ
れ
て
い
る
が
、
町
と
し
て
は

で
き
る
限
り
の
こ
と
を
行
っ
て

い
く
考
え
で
す
。

●
太
田　
今
ま
で
な
か
っ
た
よ

う
な
考
え
で
人
口
増
加
策
を
や

れ
ば
良
い
と
思
う
が
。

■
総
務
課
長　
ど
こ
の
自
治
体

も
同
じ
施
策
で
、
東
京
以
外
は

地
方
移
住
者
の
獲
得
競
争
に

な
っ
て
い
る
。
当
町
の
財
政
で

は
、
基
本
的
に
今
や
る
べ
き
こ

と
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
こ

と
と
考
え
て
い
る
。

●
太
田　
町
長
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
話
し
合
い
は
す
る
つ
も

り
と
の
事
で
す
し
、
若
者
と
の

対
話
集
会
や
、
女
性
限
定
の
会

議
な
ど
が
必
要
で
は
な
い
か
。

■
副
町
長　
南
部
五
町
村
で
地

域
連
携
推
進
法
人
化
と
い
う
も

の
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

全
国
ど
こ
も
や
っ
て
い
な
い
事

な
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

　

南
部
の
公
共
交
通
に
つ
い
て

も
、
ま
た
阿
南
病
院
や
、
阿
南

高
校
な
ど
今
あ
る
施
設
や
状
況

を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
町
と
し

て
の
考
え
方
で
あ
る
。

●
太
田　
五
町
村
で
色
々
考
え

て
い
く
事
は
ぜ
ひ
進
め
て
も
ら

い
た
い
。

　

移
住
に
関
す
る
問
題
点
の
中

に
職
の
問
題
も
あ
る
の
で
、
車

で
一
時
間
以
内
の
通
勤
時
間
で

み
て
、
五
町
村
で
お
互
い
に
取

り
組
ん
で
い
く
事
も
検
討
し
た

ら
い
か
が
か
。
学
校
や
保
育

園
、
特
殊
な
保
育
の
問
題
等

も
、
五
町
村
内
の
垣
根
を
越
え

て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
太
田　
人
口
減
少
の
中
で
町

職
員
が
不
足
す
る
可
能
性
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

■
町
長　
飯
田
市
や
北
部
の
町

等
へ
の
応
募
は
あ
る
が
、
南
部

へ
の
希
望
は
少
な
い
。
色
々
な

改
革
も
実
行
し
た
い
が
、
簡
単

で
は
な
い
。
現
時
点
で
は
、
こ

れ
以
上
弱
体
化
さ
せ
な
い
事
に

つ
い
て
考
え
て
い
る
。

●
太
田　
町
職
員
の
再
雇
用
に

つ
い
て
は
ど
う
し
て
い
く
の

か
。

■
総
務
課
長　
74
歳
ま
で
が
内

規
と
な
っ
て
い
る
。
給
料
に
つ

い
て
も
、
人
事
院
勧
告
と
同
様

に
考
え
て
い
る
。

問 消滅可能性自治体
への対応は

いかにして今の状態を守って
いくか、実行していく 太田　直昭

◆
続　

災
害
時
避
難
カ
ー
ド
と

集
落
単
位
の
防
災
マ
ッ
プ
計
画

◆
今
こ
そ
当
町
で
暮
ら
す
若
い

世
代
の
声
を
聞
く
取
り
組
み
を

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

問 地域交流施設化石展示
館を本当に生きた施設
にするためには

本館分館の利点を生かして
いきたい

どんなアイデアで地域交流を盛り上げる？

小澤　亮子

●
小
澤　
化
石
展
示
館
は
パ
ネ

ル
や
モ
ニ
タ
ー
映
像
を
町
内
の

若
手
が
手
が
け
て
い
る
が
、
町

内
の
み
な
さ
ん
の
来
場
は
。

　

建
物
改
修
費
４
，
６
０
０
万

円
の
半
分
に
補
助
金
が
採
用
さ

れ
残
り
は
税
金
で
あ
る
。
来
場

者
数
と
今
後
の
町
内
外
の
活
用

見
通
し
は
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長　
5

月
来
館
者
数
は
展
示
館
６
６
９

人
、
化
石
館
93
人
。
化
石
館
は

土
日
と
予
約
制
で
、
展
示
館
の

施
設
内
に
は
無
料
で
利
用
可
能

な
交
流
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
当

町
の
魅
力
発
信
や
生
涯
学
習
の

場
と
し
て
活
用
を
。

●
小
澤　

６
月
来
館
者
減
少
、

日
曜
で
10
人
ほ
ど
。
建
物
の
外

か
ら
中
が
見
え
に
く
く
閑
散
と

し
て
い
て
入
り
に
く
い
、
管
内

水
道
が
奥
の
ト
イ
レ
の
み
で
不

便
と
い
う
声
。
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
完

備
の
体
験
・
休
憩
ス
ペ
ー
ス
は

予
約
や
持
ち
込
み
、
飲
食
等
詳

細
の
案
内
を
す
べ
き
で
は
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長　
利

用
方
法
は
改
め
て
わ
か
り
や
す

く
発
信
す
る
。
地
域
交
流
と
観

光
で
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

●
小
澤　
地
域
交
流
拠
点
な
ら

本
来
は
、
施
設
を
作
る
前
に

も
っ
と
町
民
の
声
を
聞
き
そ
れ

を
活
か
す
べ
き
。
今
後
の
運
営

の
ア
イ
デ
ア
を
子
ど
も
達
や
思

い
の
あ
る
方
か
ら
募
集
し
、
関

わ
る
人
を
増
や
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
看
板
に
化
石
展
示
館
の

案
内
が
な
く
、
折
込
カ
レ
ン

ダ
ー
に
も
な
い
。
か
じ
か
の
湯

敷
地
内
で
相
乗
効
果
の
あ
る
施

設
運
営
を
。
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尾崎真理子

●
尾
崎　
阿
南
男
女
共
同
参
画

推
進
計
画
は
、
平
成
30
年
に
策

定
さ
れ
た
。
第
6
次
総
合
計
画

に
も
男
女
共
同
社
会
の
推
進
を

目
指
す
と
あ
る
が
、
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
言
及
が

な
い
。
現
状
評
価
は
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長　
計

画
策
定
後
、
コ
ロ
ナ
禍
で
新
た

に
行
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
な

い
時
期
が
あ
っ
た
が
、
男
女
共

同
参
画
の
促
進
の
た
め
の
チ
ラ

シ
配
布
な
ど
を
実
施
し
て
き

た
。
ま
ず
は
社
会
教
育
事
業
の

中
に
学
習
の
機
会
を
取
り
入
れ

た
い
。

●
尾
崎　
計
画
の
柱
の
ひ
と
つ

は
、
行
政
機
関
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
の
促
進
。
具
体
的
に

は
、
管
理
職
、
審
議
会
、
自
治

会
な
ど
へ
の
女
性
の
積
極
的
登

用
、
意
思
決
定
の
過
程
に
女
性

を
参
画
さ
せ
る
こ
と
。
現
状
は

ど
う
か
。

■
総
務
課
長　

役
場
の
現
状

は
、
長
年
男
性
の
み
の
登
用

だ
っ
た
が
、
現
在
は
女
性
を
課

長
級
で
登
用
し
て
い
る
。
審
議

会
の
委
員
の
う
ち
、
識
見
を
有

す
る
者
に
つ
い
て
は
、
専
門
性

が
高
く
そ
の
職
に
あ
る
女
性
が

少
な
い
こ
と
、
ま
た
充
て
職
で

は
そ
の
職
に
あ
る
女
性
が
少
な

い
こ
と
等
の
要
因
で
女
性
の
登

用
が
進
ん
で
い
な
い
。
女
性
比

率
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組

み
た
い
。

●
尾
崎　
特
に
防
災
、
復
興
に

関
す
る
施
策
で
男
女
共
同
参
画

を
実
施
す
る
こ
と
の
必
要
性

は
、
国
や
県
で
も
強
く
認
識
さ

れ
て
い
る
。
阿
南
町
の
地
域
防

災
計
画
に
も
、
多
様
な
視
点
を

取
り
入
れ
た
防
災
体
制
を
確
立

す
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
能

登
の
震
災
か
ら
、
避
難
生
活
が

長
引
く
ほ
ど
、
女
性
に
負
担
が

か
か
る
と
学
ん
だ
。
そ
の
観
点

か
ら
も
、
地
域
防
災
会
議
に
女

性
の
参
画
は
必
須
で
は
。

■
総
務
課
長　
防
災
会
議
の
構

成
員
に
つ
い
て
は
災
害
対
策
基

本
法
に
基
づ
く
防
災
会
議
条
例

に
規
定
さ
れ
て
い
て
、
女
性
委

員
は
民
生
課
長
の
み
。
現
状
で

は
防
災
行
政
上
重
要
な
役
割
の

あ
る
機
関
代
表
者
を
任
命
し
て

い
る
た
め
、
男
女
の
構
成
比
に

つ
い
て
は
裁
量
が
な
い
が
、
今

後
は
考
え
た
い
。

●
尾
崎　
充
て
職
に
よ
る
制
限

の
な
い
下
部
組
織
、
部
会
等
や

実
質
的
な
事
務
を
担
う
監
事
に

女
性
を
登
用
す
る
こ
と
も
で
き

る
の
で
は
。
今
後
は
委
員
会
、

審
議
会
に
女
性
の
登
用
を
進
め

て
ほ
し
い
。

問 審議会、委員会へ
女性の登用を

女性比率を高めるよう
取り組みたい

問 口腔ケアの推進を

歯科健診を全地区実施予定
村澤　博光

●
村
澤
　歯
周
病
の
怖
さ
を
歯

科
医
師
の
方
に
教
え
て
い
た
だ

い
た
。
40
歳
以
上
の
方
の
8
割

は
歯
周
病
を
抱
え
て
い
る
と
、

多
く
の
方
が
リ
ス
ク
を
抱
え
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
町
民
の
皆

さ
ん
に
も
し
っ
か
り
と
口
腔
ケ

ア
を
し
て
い
た
だ
く
、
そ
の
効

果
的
な
方
法
、
指
導
、
町
民
全

員
の
方
が
年
2
回
ぐ
ら
い
の
歯

科
健
診
を
定
期
的
に
実
施
す
る

体
制
づ
く
り
を
望
む
。
た
か
が

歯
、
さ
れ
ど
歯
と
い
う
こ
と
で
、

医
療
保
険
料
削
減
に
資
す
る
と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
口
腔
ケ

ア
の
保
健
指
導
と
い
う
こ
と
を

徹
底
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
民
生
課
長　
最
近
、
こ
の
歯

周
病
と
全
身
疾
患
の
関
係
に
つ

い
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

き
た
。

　

歯
周
病
が
、
動
脈
硬
化
な
ど

の
血
管
系
の
病
気
、
心
臓
の
病

気
、
肺
炎
な
ど
の
呼
吸
器
系
疾

患
、
早
期
低
体
重
児
出
産
、
糖

尿
病
な
ど
、
様
々
な
疾
患
に
影

響
し
て
い
る
と
い
う
。

　

町
で
は
、
令
和
4
年
度
か
ら

40
歳
か
ら
10
歳
刻
み
で
、
70
歳

の
方
ま
で
の
方
に
、
歯
科
健
診

の
補
助
を
始
め
た
。
5
年
度
は
、

対
象
は
変
え
ず
、
飯
田
下
伊
那

地
区
の
歯
科
医
院
で
の
歯
科
健

診
は
個
人
負
担
金
を
無
料
に
し
、

今
年
度
か
ら
は
、
20
歳
、
30
歳

の
方
に
も
対
象
を
広
げ
、
自
分

の
お
口
の
中
を
知
る
き
っ
か
け

づ
く
り
を
し
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
富
草
地
区
の
特
定

疾
患
に
併
せ
て
、
Ｊ
Ａ
み
な
み

信
州
阿
南
歯
科
診
療
所
と
大
学

が
共
同
で
研
究
の
た
め
の
歯
科

健
診
を
実
施
。
今
年
度
は
全
地

区
で
の
実
施
を
予
定
。

　

医
療
費
の
削
減
に
つ
な
が
る

お
話
も
あ
っ
た
が
、
例
え
ば
歯

周
病
の
治
療
を
す
る
と
糖
尿
病

が
よ
く
な
る
と
い
う
結
果
も
発

表
さ
れ
て
お
り
、
医
療
費
が
減

る
と
い
う
こ
と
は
、
ひ
い
て
は

保
険
料
の
軽
減
に
つ
な
が
る
。

◆
化
石
展
示
館
に
ス
ト
リ
ー
ト

ピ
ア
ノ
設
置
を

◆
防
火
水
槽
な
ど
設
備
の
点
検

を◆
憲
法
第
26
条
義
務
教
育
費
無

償
化
実
現
を

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

定期的な歯科健診を（写真はイメージです）
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写真は平和行進の旗です。阿南高校の
入り口で雨をよけて撮りました。

●
金
田
　ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に

よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
虐
殺
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
中
国
や
北

朝
鮮
の
脅
威
に
対
す
る
と
し
て
、

日
本
の
防
衛
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の

2
％
、
今
ま
で
の
倍
に
増
や
す
、

年
間
10
兆
円
に
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
戦
闘
機
を
イ
ギ

リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
と
共
同
開
発

し
て
、
ほ
か
の
国
へ
売
っ
て
も

う
け
る
死
の
商
人
国
家
に
日
本

が
な
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
。
憲
法

9
条
を
持
つ
日
本
と

し
て
、
今
こ
そ
平
和

へ
の
努
力
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
2
点
ほ

ど
、
町
の
慰
霊
祭
を

町
民
が
多
く
参
加
で

き
る
、
小
中
学
生
等
、

い
ろ
い
ろ
な
在
り
方

を
考
え
て
は
い
か
が
か
。

■
民
生
課
長　
世
界
情
勢
を
見

る
と
平
和
で
あ
る
こ
と
の
あ
り

が
た
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。
町

の
慰
霊
祭
は
戦
没
者
の
遺
族
会

の
意
向
に
沿
っ
て
開
催
し
て
い

る
。
慰
霊
祭
の
開
催
の
有
無
や
、

町
民
参
加
に
つ
い
て
、
遺
族
会

と
相
談
し
な
が
ら
決
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

●
金
田　
遺
族
会
の
皆
さ
ん
も

新
た
な
遺
族
を
つ
く
ら
な
い
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
る
の
だ
と
理

解
し
て
お
り
ま
す
。

●
金
田　
学
校
教
育
の
中
で
の

取
り
組
み
で
、
広
島
の
原
爆
資

料
館
へ
子
ど
も
た
ち
が
見
学
に

行
っ
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
学

ん
で
き
て
も
ら
い
た
い
。

■
教
育
長　
広
島
は
遠
く
、
時

間
や
費
用
の
問
題
が
あ
り
、
見

学
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
小
学
校
で
は
6
年
生

の
社
会
で
戦
争
を
取
り
扱
う
単

元
が
あ
り
、
3
、
4
年
生
の
国

語
で
戦
争
文
学
が
あ
り
、
戦
争

の
学
習
を
勉
強
し
て
お
り
、
中

学
1
年
生
か
ら
3
年
生
の
国
語

で
戦
争
文
学
を
、
3
年
生
の
社

会
で
戦
争
に
つ
い
て
学
ぶ
単
元

が
あ
り
、
原
爆
資
料
館
見
学
に

行
か
な
く
て
も
平
和
に
つ
い
て

の
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

●
金
田　
今
年
も
飯
伊
地
区
平

和
行
進
が
行
わ
れ
て
、
阿
南
町

で
は
6
月
23
日
に
阿
南
高
校
か

ら
温
田
駅
ま
で
歩
き
ま
す
。

金田　　豊

問 反戦平和教育に
ついて

遺族会と相談しながら
進める

◆
西
富
士
開
拓
移
民
の
方
々
と

の
交
流
と
、
子
供
達
へ
の
歴
史

教
育
を

◆
公
民
館
活
動
の
再
開
、
再
考

を
そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

家
の
職
員
が

ポ
イ
ン
ト
で

待
機
す
る
な

ど
備
え
て
い

る
。

　

学
校
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
ト
イ
レ

へ
の
要
望
が

な
か
っ
た
の

で
、
今
後
要

望
が
あ
れ
ば

検
討
す
る
。

●
平
塚　
多

く
の
子
ど
も

達
が
楽
し
め
る
企
画
に
し
た
い

の
で
、
よ
ろ
し
く
検
討
く
だ
さ

い
。

　

塔
の
観
音
展
望
台
は
、
平
久

地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
、

阿
南
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
と

思
う
が
、
そ
の
管
理
に
つ
い
て
、

今
年
度
解
体
の
計
画
か
。

　

塔
の
観
音
展
望
台
か
ら
の
天

竜
川
を
望
む
景
観
が
ま
る
で
違

う
も
の
に
な
る
と
思
う
。
予

算
・
決
算
委
員
会
で
も
質
し
た

い
と
思
う
が
。

■
教
育
長　
老
朽
化
が
進
ん
で

危
険
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

修
繕
の
た
め
に
は
、
重
機
使

用
の
で
き
る
道
が
必
要
だ
が
、

現
状
で
は
人
力
で
の
搬
入
と
な

る
。
期
間
も
費
用
も
掛
か
る
の

で
、
ま
ず
解
体
と
な
る
。

　

そ
の
後
関
係
者
と
懇
談
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問 少年自然の家、施設
の管理は

●
平
塚
　自
然
の
家
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
時
に
ト
イ
レ
が

な
い
た
め
、
大
変
な
思
い
を
す

る
女
子
児
童
等
が
み
ら
れ
る
。

■
教
育
長　
自
然
の
家
で
は
、

平
久
地
区
探
索
の
前
に
説
明
を

行
い
、
ト
イ
レ
が
な
い
の
で
体

調
の
悪
い
生
徒
は
待
機
、
ま
た

緊
急
時
に
は
学
校
の
緊
急
車
両

も
待
機
さ
せ
る
事
や
、
自
然
の 平塚伊久夫

トイレは要望があれば検討
展望台は老朽化で解体

塔の観音展望台から
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活
用
で
き
る
施
設
と
し
て
考
え

て
は
。

■
民
生
課
長　
介
護
分
野
は
継

続
が
難
し
い
と
は
思
う
が
、
障

害
者
の
施
設
と
し
て
の
利
用
を

今
検
討
し
て
い
る
。

●
藤
澤　
町
内
福
祉
施
設
社
協

他
、
今
後
の
運
営
方
法
、
ま
た

支
援
方
法
、
入
所
者
増
の
見
込

み
に
伴
う
対
応
職
員
確
保
に
つ

い
て
、
町
の
取
り
組
み
は
。

■
町
長　
社
協
へ
町
か
ら
2
名

の
職
員
を
送
り
込
ん
で
い
る
。

立
て
直
し
を
図
っ
て
い
る
中
で
、

職
員
給
与
の
ア
ッ
プ
も
少
し
ず

つ
実
現
。
全
く
の
赤
字
か
ら
脱

出
で
き
る
状
態
と
な
っ
て
き
た
。

町
の
他
の
施
設
も
大
変
重
要
。

維
持
継
続
し
て
い
く
に
は
、
今

後
一
般
財
源
投
入
も
や
む
を
得

な
く
、
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

問 福祉施設「いこいの家」の
廃止に伴う対応

●
藤
澤
　指
定
管
理
終
了
に
伴

う
今
後
の
施
設
の
活
用
、
国
か

ら
の
補
助
金
に
よ
る
建
設
運
営

の
制
限
に
つ
い
て
、
及
び
入
所

者
職
員
の
対
応
の
説
明
を
。

■
民
生
課
長　
福
祉
施
設
と
し

て
の
補
助
金
で
あ
り
、
活
用
さ

れ
て
い
な
い
と
返
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
利
用

者
は
、
希
望
に
よ

り
社
協
等
へ
入
所
。

ま
た
職
員
に
つ
い

て
は
、
転
職
希
望

等
に
よ
り
町
社
協

へ
受
け
入
れ
て
い

た
だ
い
た
。

●
藤
澤　
今
後
の

活
用
に
つ
い
て
補

助
金
（
施
設
建

設
）
の
制
限
に
特

に
無
け
れ
ば
富
草

支
所
等
、
町
民
が

いこいの家（4月 1日廃止）

藤澤　隆壽

今の段階、今後の活用について
検討する

　

4
月
の
臨
時
議
会
に
於
い
て

副
議
長
及
び「
議
会
だ
よ
り
」編

集
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
誕
生
時
に
2
年

間
務
め
ま
し
た
が
、
当
時
の
熱

意
に
負
け
ず
に
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
・
ご

要
望
等
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

���（
太
田
）

編
集

記
後
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阿南町議会

９
日

13
日

17
日

21
日

21
日

22
日

24
日

29
日

南
部
地
区
議
長
・

　
　
　
　
　

事
務
局
長
会
（
阿
南
町
）

第
3
回
議
員
勉
強
会

県
境
域
開
発
協
議
会
総
会
（
売
木
村
）

国
保
運
営
協
議
会

全
国
議
長
会
正
副
議
長
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

天
竜
川
上
流
治
水
促
進

　
　
　

期
成
同
盟
会
総
会
（
飯
田
市
）

三
峰
川
開
発
期
成
同
盟
会
（
飯
田
市
）

南
部
地
区
議
員
会
評
議
員
会（
下
條
村
）

５　月
３
日

５
日

20
日

25
日

第
3
回
議
会
臨
時
会

小
中
学
校
入
学
式

化
石
展
示
館
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

第
2
回
議
員
勉
強
会

４　月
３
日

４
日

５
日

10
日

11
日

13
日

17
日

25
日

28
日

議
会
運
営
委
員
会

信
州
ア
ト
ム
定
時
社
員
総
会

議
会
全
員
協
議
会

阿
南
根
羽
線
改
良
促
進

　
　
　

期
成
同
盟
会
総
会
（
根
羽
村
）

６
月
定
例
会　

開
会

国
道
１
５
３
号
南
バ
イ
パ
ス

　

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会（
議
長
）

各
常
任
委
員
会

６
月
定
例
会　

再
開

議
会
全
員
協
議
会
（
指
定
管
理
）

農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協
議
会

６　月

◆
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

　

若
年
層
（
40
歳
以
下
）
に
魅

力
を
感
じ
さ
せ
る
大
胆
な
取
り

組
み
が
必
要
。
保
育
園
、
小
中

学
校
の
給
食
、
保
育
料
無
償
化

及
び
住
宅
（
新
改
築
等
）
に
補

充
金
拡
大
を

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問


